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1. はじめに

1.1 研究目的

本研究では、 Contentand Language 

Integrated Learning内容言語統合型学習

(CLIL)の中学校英語教育での可能性を探る。

CLIL実践における利点とこれからの課題につ

いて展望する。また、 CLILの授業がどのよう

に中学校の生徒たちのモチベーションに作用し

ていくかを検証することを目的とする。

L2 研究背景

CLILとは教科内容と言語を同時に教える

ことを目的とした外国語教育の原理であり、特

にヨーロッパで、は外国語教育に関わる研究者や

教員にはよく知られている。 CLILは多様なニ

ーズに応えるための指導原理を提供するもので

あり、キーワードは「統合」である。というの

も、学習者にとっては教科内容と言語は「統合」

され活用されていくものであるからだ。

英語の理解度について文部科学省が行な

った質問紙調査の結果市「小学校で楽しめていた

英語の授業が、中学校ではそうではなくなったJ

との回答が多数であった。普段英語に角甘しる機

会の少ない日本での英語教育は、ヨーロッパの

それとは違い、工夫を要するものだと考えられ

る。多種多様な分野からグローノ勺レに英語を使

用する需要が高まる中、内容・言語を統合した

CLILの授業は昨今注目を浴びている。
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2. 論文の構成及て湖棲

第1章では、まず前述の研究目的について

述べた。本研究は、日本の公立中学校で CLIL

による授業実践を行い、その利点とこれからの

課題について、また生徒のモチベーションにど

のように関係していくか、について議論してい

くものである。生徒からの質問中氏ワークシー

ト、授業のビデオを元に調査を進める。

第2章では、研究背景として、参考文献の

概観とそこから見る CLIL授業のこれまで示唆

されてきた課題について述べた。 CLILの概要、

構成要素である4C (Content， Communication， 

Co胆tion，Commu血ty)、小中守交で行われた

CLIL授業の研究について示した。学習者の英

語に触れる機会の希少さ、学習者の学力の差、

文法内容の唆昧さ、などが課題として挙げられ

た。

第3章でl士、研究方法を主に述べた。本研

究の対象者は、 M市の公立中学校3年生2クラ

スの生徒とした。授業は平成30年7月13日

と同月 17日に2回ずつ、計4回行なったコ数

学耕オは1年生の時に既に学習した方程式の問

題を選んだ。 1回目の授業の前と 2回目の授業

の後に質問寿南開査を行い、その結果を検証した。

質問紙は選択肢と自由記述の項目があり、生徒

が自己言軒面できる内容とした。また個人のワー

クシートやグ、ルーフ。活動成果を調査した。

ウ

dnu 
つム



第4章では、結果及び考察を示した。参加

者は1回目:56名、 2回目:55名で、あったO

2クラスで実施した2囲の質問紙の結果を考察

した。選択肢の質問は4Cに関する結果をもと

にモチベーションとの関連を検討した。また自

由記述の質問は肯定@否定意見に分け、 KJ法

で4C'モチベーション・CLIL授業について分

類し記述をそれぞれ検討した。

はじめてCLILの授業を受ける生徒が過半

数以上で、あったが、多くの生徒から肯定的な意

見があったO またベアやグループ活動で、協力し

て参加できたことが有意義で、あったとし1う意見

や、少し難ししN問題を解くことで達成感を感じ

られたとの意見もあったO そして数学以外の他

の樹ヰも英語で学習してみたいとし1う意見も多

かったO 一方で、言語や教科内容の瑚卒度につ

いて消極的に考える生徒も少なくなかったO 表

1にもあるように、多くの生徒が肯定的な意見

と同時に、授業中不安で、あったことを記してい

た。

表1.自由記述の結果

1回目 2回目

1 肯定的 8 22 

組否定的 18 22 
自盤留置置霞趨彊盟国

2 肯定的 6 22 

組否定的 20 20 

第5章では、まとめと、本論全体の結論を

述べ、今後の展望を記した。

3. まとめ

本研究は、日本の公立中学校でCLILによ

る授業実践を行い、その利点とこれからの課題

について、また生徒のモチベーションにどのよ

うに関係していくか、について議論していくも
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ので、あったO 中学校では2021年からの新学

習指導要領の全面実施に向けて、言語教育にも

期寺が集まっている。その中で文部科学省は、

他教科と教科横断的学習を通じての学ひ坊が記

されている。学んだ知識を、言語を介して活用

することでの相乗効果が期待される。本研究が

その 1つの例として活用され、そして更に

CLILによる実践研究を進めていきたい。

本研究は、 M市の公立中学校における実践

とその考察に基づいている。この実践結果は、

全ての中学校に当てはまるものではなく、より

効果的に実描していくためには、それぞれの対

象や状況に応じて判断されるべきであると考え

る。

4. 終わりに

「内容と言語の統合」という発想は近年作

られたものではなく、古くから多くの国です子わ

れてきた語学習得法である。私の思う「言語」

はコミュニケーションのための「道具」であり、

CLILの掲げる「イ吏し1ながら学び、学びながら

使うJ("Learn as you use， use as you learn") 

とし、う理念と合致した。またCLILは、内容学

習をしながら偶発的に英語力を期待するイマー

ジョン教育とは違い、あくまでも語学教育とし

て、意図的に目標、内容、指導法、耕オが選択

され設計される。本研究の授業実践から、適切

な内容指導・言語指導・教員連携など、自身の

課題が多く残ったが、学習者だけでなく教える

側もまた、鍛錬してその可能性を広げていくこ

とが大切であると考え、精進していく心積もり

である。

これから教育の道を目指す1人として、

CLILの授業が、生徒たちの英語力向上によし1

効果をもたらすことを期待したい。




